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１．事業の概要 

（１）目的 

 

・ 国土・地域ネットワークの構築 

・ 円滑なモビリティの確保 

・ 物流効率化の支援 

・ 個性ある地域の形成 

・ 安全で安心できるくらしの確保 

・ 災害への備え 

・ 地球環境の保全 

 

釧路外環状道路は、一般国道３８号釧路新道と一体となり釧

路都市圏の広域環状道路を形成することを目的とした一般国

道の自動車専用道路です。 

これにより、釧路市街地における交通混雑の解消、物流の効

率化、地域のプロジェクトの支援等を目的とした事業です。 

当事業は、平成７年度に事業着手され、整備が進められてい

ます。 
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■位置図 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■事業概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市 釧路市

北海道全体図 

帯広市 

釧釧路路外外環環状状道道路路  
ＬＬ＝＝1166..88kkmm  釧釧路路新新道道  
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（２）計画の概要 

 

① 起点    ‥‥北海道釧路
く し ろ

市鶴野
つ る の

 

  終点    ‥‥北海道釧路
く し ろ

郡釧路
く し ろ

町字別保
べ つ ぽ

 

② 計画延長  ‥‥１６.８ｋｍ 

③ 幅員    ‥‥２３.５ｍ（１２.０ｍ） 

④ 構造規格  ‥‥１種２級 

⑤ 設計速度  ‥‥１００ｋｍ/ｈ 

⑥ 車線    ‥‥４車線（２車線） 

⑦ 事業主体  ‥‥北海道開発局 
 ※（  ）書きは暫定 

■横断図 

 【 完成 】 

（単位：ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 暫定 】 

（単位：ｍ） 
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23.5

路肩 車道 中央帯 車道 路肩



－4－ 

（３）経緯 

 

平成７年度     事業化 

平成１０年度    都市計画決定 

用地補償着手 

          工事着手 
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２．事業の必要性等 

◆事業の効果や必要性を評価するための指標 

政策目標 指  標 

● 現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率 

■ 現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される 

□ 現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が10,000台時/日以上の踏切道の除去もしくは交通改善が期待される 

■ 現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する 

■ 新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれる 

円滑なモビリテ

ィの確保 

■ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる 

■ 重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上が見込まれる 

■ 農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性向上が見込まれる 
物流効率化の支

援 
□ 現道等における、総重量25tの車両もしくはISO規格背高海上コンテナ輸送車が通行できない区間を解消する 

□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である 

□ 広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路を形成する 

■ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり 

□ 中心市街地で行う事業である 

□ 幹線都市計画道路網密度が1.5km/km2以下である市街地内での事業である 

□ DID区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上する 

都市の再生 

□ 
対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発（300戸以上又は16ha以上、大都市においては100戸以上又は5ha以上）への

連絡道路となる 

■ 高速自動車国道と並行する自専道（Ａ’路線）の位置づけあり 

□ 地域高規格道路の位置づけあり 

■ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する（Ａ’路線としての位置づけがある場合）

□ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を 短時間で連絡する路線を構成する 

□ 現道等における交通不能区間を解消する 

□ 現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する 

国土・地域ネッ

トワークの構築 

■ 日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる 

□ 鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する 

■ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する 

■ 主要な観光地へのアクセス向上が期待される 

１ 

活 

力 

個性ある地域の

形成 

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である 

□ 
自転車交通量が500台/日以上、自動車交通量が1,000台/12h以上、歩行者交通量が500人/日以上の全てに該当する区間に

おいて、自転車利用空間を整備することにより、当該区間の歩行者・自転車の通行の快適・安全性の向上が期待できる

歩行者・自転車

のための生活空

間の形成 □ 交通バリアフリー法に基づく重点整備地区における特定路線を形成する区間が新たにバリアフリー化される 

□ 対象区間が電柱類地中化5ヶ年計画に位置づけあり 無電柱化による

美しい町並みの

形成 □ 
市街地又は歴史景観地区（歴史的風土特別保存区域及び重要伝統的構造物保存地区）等の幹線道路において新たに無電

柱化を達成する 

２ 

暮 

ら 

し 

安全で安心でき

るくらしの確保 
■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる 

□ 
現道等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少、歩道の設置又は線形不良

区間の解消等により、当該区間の安全性の向上が期待できる 
安全な生活環境

の確保 
□ 

当該区間の自動車交通量が1,000台/12h以上（当該区間が通学路である場合は500台/12h以上）かつ歩行者交通量100人/

日以上（当該区間が通学路である場合は学童、園児が40人/日以上）の場合、又は歩行者交通量500人/日以上の場合にお

いて、歩道が無い又は狭小な区間に歩道が設置される 

□ 近隣市へのルートが１つしかなく、災害による１～２箇所の道路寸断で孤立化する集落を解消する 

■ 
対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置づけがある、

又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）として位置づけあり 

□ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する 

□ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する（Ａ’路線としての位置づけがある場合） 

□ 現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架替の必要のある老朽橋梁における通行規制等が解消される 

３ 

安 

全 

災害への備え 

□ 現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間を解消する 

地球環境の保全 ● 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量 

● 現道等における自動車からのNO2排出削減率 

● 現道等における自動車からのSPM排出削減率 

□ 
現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ることが期待される区間があ

る 

４ 

環 

境 
生 活 環 境 の 改

善・保全 

□ その他、環境や景観上の効果が期待される 

■ 関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり 

□ 他機関との連携プログラムに位置づけられている 

５ 

そ 

の 

他 

他のプロジェク

トとの関係 
■ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が期待される 

注：●は定量的に評価を行う指標 
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（１）事業をめぐる社会経済情勢等の変化 

客観的評価指標① 

「高速自動車国道と並行する自専道（Ａ’路線）としての位置

づけあり」 
 

釧路外環状道路は、北海道横断自動車道（根室線）に並行す

る一般国道の自動車専用道路（Ａ’路線）として平成７年度に

事業化されています。 

 

客観的評価指標② 

「当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡する

ルートを構成する」 
 

釧路外環状道路は、黒松内町を起点とし、地方生活圏の中心

都市である小樽市、札幌市、帯広市、釧路市、根室市を高規格

幹線道路で連絡するルートを構成します。 
 

◆釧路外環状道路の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釧路外環状道路 
Ｌ＝16.8km 

帯広市 

至根室市

釧路市

供用区間

整備計画区間

供用区間

事業区間
（着工準備含む）

地方生活圏の中心都市

凡　例

高速自動車国道

一般国道の自専道

至札幌市 
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客観的評価指標③ 
「現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率」 
客観的評価指標④ 
「現道等における混雑時旅行速度が 20km/h 未満である区間の
旅行速度の改善が期待される」 

 
 釧路外環状道路に並行する一般国道３８号・４４号は、釧路

空港、釧路港、ＪＲ釧路駅及び商業地域が集積しています。 

このため、日常的な通勤、業務及び生活の交通と、観光・物

流などの広域的な通過交通が輻輳しており、現道はバイパス機

能を有していないため、交通需要の増加に伴う旅行速度の悪化

や交通混雑の発生など走行環境が悪化しています。 
◆現道における渋滞状況（３Ｄマップ）、交通量及び旅行速度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
3Dマップ：釧路開発建設部調べ 
交通量・旅行速度：道路交通センサス（H6,H9,H11）、釧路開発建設部調べ（H16) 
【参考】北海道における一般国道計（DID）12時間平均交通量の増加率（H6→H11）は約６％ 

（道路交通センサス・一般交通量調査基本集計表より） 

釧路駅前の
商業地域 

第２種空港 
「釧路空港」 

木場・桂木周辺
の商業地域 

 ◆国道38号（釧路市大楽毛南3丁目）交通量・旅行速度
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約8％増

重要港湾
「釧路港」  ◆国道44号（釧路町木場2丁目）交通量・旅行速度
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H7工事着手

約13％増

※H16 は釧路新道   の交通量(6,560 台)を含む 

 ◆国道38号（釧路市寿1丁目）交通量・旅行速度
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約7％減

H7工事着手

◆国道44号（釧路町字別保）交通量・旅行速度
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36.5
34.7

35.535.8

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

Ｈ６ Ｈ９ Ｈ11 Ｈ16

交
通

量
（

台
/
2
4
h
）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

旅
行
速

度
(
k
m
/
h
r
)

交通量 旅行速度

H7工事着手

約2％増

 



－8－ 

◆雪裡橋交差点における交通渋滞の状況（調査月日：H14.9.3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

これらのことから、釧路外環状道路に並行する区間におい

て走行環境の改善が望まれており、当該路線の整備により高

速ネットワーク及び釧路都市圏の広域環状道路が形成される

ことで、釧路市街地の交通混雑の解消に寄与するものと期待

されます。平成１５年度における年間渋滞損失時間は、５，

４６０千人・時間となっていますが、本路線の整備により削

減されることが期待されます。 

5,460

3,505

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

整備なし 整備あり

（
千

人
・

時
間

）

約36％減

資料：釧路開発建設部調べ 

 注：交通量は時間ピーク交通量である 

渋滞ポイント
【雪裡橋交差点】

標茶方面 
最大渋滞長：500ｍ 

1,754 台/h 

厚岸方面 
最大渋滞長：300ｍ

1,783 台/h 

木場方面 
最大渋滞長：350ｍ

2,616 台/h 

R391 より R44 へ向かう車

木場方面より雪裡橋へ向かう車 

根室・厚岸方面より雪裡橋へ向かう車

は、信号交差点箇所 

釧路市 

資料：釧路開発建設部調べ 

注：釧路都市圏は、釧路市、釧路町、白糠町 

◆釧路都市圏における年間渋滞損失時間 
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客観的評価指標⑤ 

「現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できる

バス路線が存在する又は新たなバス路線が期待できる」 
 

当該路線との並行区間におけるバス路線は、路線バス３７

路線、都市間バス２路線、定期観光バス１路線の合計４０路

線が存在しています。 

主要バス会社からは、当該路線を利用した都市間バス路線

の高速化に高い期待が寄せられています。 

また、釧路市街地の交通混雑の解消により、安全性・定時

性向上などへの期待が寄せられています。 
 

◆並行区間を利用する都市間バス路線の乗降客数（平成 15 年度） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釧路外環状道路 
Ｌ＝16.8km 

◆主要バス会社へのヒアリングより 
◎定期観光バスも釧路ＩＣ←→別保ＩＣの利

用が期待できる。【くしろバス】 

◎路線バスは、釧路市内を通過するのみの自動

車やトラックが当該路線を利用すれば、市内

の交通量が減少し、定時性の向上が期待され

る。【くしろバス】 

◎時間短縮が図られることにより、札幌←→根

室間の都市間バスの増便に期待がもてる。観

光ルートの確保にも意味がある。【根室交通】

資料：釧路開発建設部調べ 

資料：釧路開発建設部調べ 

札幌

根室
札幌←→根室
H15：3.6 万人

釧路←→根室
H15：2.2 万人

釧路 

※所要時間は、道路交通センサス（H11）に基づき算出 

注：整備後＝当該路線(S=70km/h)及び釧路新道(S=60km/h)の整備後

◆札幌～根室間の所要時間比較

535

580

500

510

520

530

540

550

560

570

580

現　道 整備後

所
要
時

間
（

分
）

約45分短縮
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客観的評価指標⑥ 

「新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれ

る」 
 

釧路市は、釧路・根室支庁管内において、唯一、特急停車

駅を有しています。 

釧路外環状道路の整備によって、根室市、厚岸町方面及び

中標津、羅臼方面からのアクセス向上が見込まれることに加

えて、釧路市街地における渋滞解消により、近隣市町村から

のアクセス向上も期待されます。 
 

◆特急停車駅【ＪＲ釧路駅】までのアクセス向上 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆近隣市町村へのヒアリングより 

◎釧路外環状道路の整備は、国道３

８号の渋滞緩和の促進につながる

ことが期待される。【白糠町】 

◎釧路駅周辺の渋滞が解消され、ス

ムーズな走行が可能になることを

期待する。【浜中町】 

資料：釧路開発建設部調べ 

釧路外環状道路 Ｌ＝16.8km 

根室市

厚岸町

方面

資料：釧路開発建設部調べ 

   所要時間は、H11 センサスに基づき算出した値を採用 

釧路駅までの
所要時間 

約 10 分短縮 

は釧路外環状ルート

は現道ルート 

中標津町

羅臼町

方面 

◆厚岸町～釧路駅の所要時間比較

80

70

60

65

70

75

80

現　道 整備後

所
要

時
間

（
分

）

約10分短縮

◆中標津町～釧路駅の所要時間比較

130

140

120

125

130

135

140

現　道 整備後

所
要
時
間
（
分
）

約10分短縮

※所要時間は、道路交通センサス（H11）に基づき算出 

注：整備後＝当該路線(S=70km/h)の整備後 
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客観的評価指標⑦ 

「第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へ

のアクセス向上が見込まれる」 
 

釧路空港（第二種空港）は、道東観光等の玄関口として年間

約９５万人が利用しています。 

平成１２年度からは大型ジェット機の就航が可能となり、人

流や物流における拠点性が高まっています。 

当該路線の整備により、一般国道４４号、２７２号及び３９

１号沿線市町村から釧路空港へのアクセス向上が見込まれま

す。 
◆第二種空港【釧路空港】へのアクセス向上 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

不明

7.4%

道外

49.4%
その他道内

18.1%

根室支庁

1.3%

十勝支庁

0.7%

釧路支庁

23.1%

釧路外環状道路 Ｌ＝16.8km 

第二種空港 
「釧路空港」 

標茶町 
方面 

釧路町

厚岸町

方面

空港までの所要時間が
約３５分短縮 

◆釧路空港の年間旅客数

784

812

865

930 931

850

624

655

748

849

919

952
945

949

902

600

700

800

900

1,000

S63 H元 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14

（
千

人
/
年

）

資料：釧路開発建設部

空港までの所要時間が 
約４５分短縮 

中標津町
羅臼町
方面 

空港までの所要時間が
約４５分短縮 

は釧路外環状ルート 

は現道ルート 

資料：釧路開発建設部調べ 

   所要時間は、H11 センサスに基づき算出した値を採用 

◆釧路空港乗降客の現住所（平成 13 年度） 

資料：航空旅客動態調査報告書（H13 年度） 

   国土交通省航空局 

釧路空港の 

乗降客（現住所） 

地域別割合 

（H13 年度） 

◆標茶町～釧路空港の所要時間比較

85

120

60

70

80

90

100

110

120

現　道 整備後

所
要

時
間

（
分
）

約３５分短縮

◆厚岸町～釧路空港の所要時間比較

120

75

60

70

80

90

100

110

120

現　道 整備後

所
要

時
間

（
分
）

約４５分短縮

※所要時間は、道路交通センサス（H11）に基づき算出 

注：整備後＝当該路線(S=70km/h)及び釧路新道(S=60km/h)の整備後

◆中標津町～釧路空港の所要時間比較

175

130

120

130

140

150

160

170

180

現　道 整備後

所
要

時
間

（
分
）

約４５分短縮
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客観的評価指標⑧ 

「重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上が見込ま

れる」 

釧路市は、重要港湾である釧路港を有しており、石炭、木材、

紙・パルプ、農水産品や石油製品などが当該路線の周辺市町村

へ約９５万ｔ／月輸送されています。（その内の約８割は西港

区が占めています。） 

釧路外環状道路の整備によって、釧路港・西港区へのアクセ

ス向上が見込まれます。 
◆重要港湾【釧路港の西港区】へのアクセス向上 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釧路外環状道路 Ｌ＝16.8km 

根室市

厚岸町

方面

資料：釧路開発建設部調べ 

   所要時間は、H11 センサスに基づき算出した値を採用 

は釧路外環状ルート 

は現道ルート

中標津町

羅臼町

方面 

重要港湾 
「釧路港・西港区」 

釧路港までの所要時間が 

約１５分短縮 

資料：港湾統計（陸上出入貨物調査）H11 年 

注：周辺市町村は、釧路市、根室市、釧路町、厚岸町、

浜中町、別海町、中標津町、標津町、羅臼町の２ 

市７町とした。 

◆ホクレン運輸へのヒアリングより 
◎ホクレン丸（本州向けの生乳運搬船）は、午後６時

に出航のため、午後５時３０分までに釧路港に輸送
する必要がある。 

◎夕方の混雑時の輸送となるため、渋滞区間の解消は
ドライバーの精神的負担を軽減することになる。 

資料：釧路開発建設部調べ 

東港区 

※所要時間は、道路交通センサス（H11）に基づき算出 

注：整備後＝当該路線(S=70km/h)の整備後 

標茶町 
方面

釧路港までの所要時間が 

約１５分短縮 

釧路港までの

所要時間が

約１０分短縮

◆標茶町～釧路港の所要時間比較

80

90

65

70

75

80

85

90

現　道 整備後

所
要
時

間
（

分
）

約１０分短縮

◆厚岸町～釧路港の所要時間比較

85

70

60

65

70

75

80

85

現　道 整備後

所
要

時
間

（
分

）

約１５分短縮

◆中標津町～釧路港の所要時間比較

145

130

120

125

130

135

140

145

現　道 整備後

所
要
時

間
（

分
）

約１５分短縮

その他木材
15%くずもの

7%

石炭

26%

米、雑穀、豆
9%

水産品

6%

紙・パルプ

10%

石油製品

5%

セメント
4%

その他畜産品
2%

その他

16%

搬入・搬出の計

95万ｔ/月

◆釧路港における貨物流動量（釧路市外１市７町）
　（主要品目別）平成11年10月の1ヶ月間
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客観的評価指標⑨ 

「農林水産業を主体とする地域から大都市圏への農林水産品

の流通の利便性向上が見込まれる」 
 

当該路線が位置する釧路・根室圏は、酪農業を主体とした自

治体が多く、全国の生乳生産量の１６％を生産しています。 

これらの生乳は、本州方面や札幌方面に毎日出荷されており、

釧路外環状道路の整備により利便性の向上が期待できます。 

◆乳業工場別の生乳出荷量と輸送ルート（平成 14 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆生乳生産量の全国シェア（平成１４年度）

都 府 県
4,609千ｔ
【55％】

釧路・
根室圏

1,315千ｔ
【16％】

北海道
（その他）
2,461千ｔ
【29％】

資料：農林水産省「北海道農林水産統計年報」

資料：釧路開発建設部調べ 

10t トラックを利用した輸送

◆釧路外環状道路との
並行区間を利用して、
全国に出荷されていま
す。 

◆当該路線の整備によ
り利便性向上が期待
されています。 

当該路線の並行区間を経由した本州への生乳出荷量
７９,５８２ｔ/年 （平成１４年度） 

明治乳業西春別工場
 872ｔ/年

釧路外環状道路
延長 16.8km 

44272

ホクレン丸で 
本州へ出荷 

ホクレン別海クーラーステーション
37,962ｔ/年 

雪印乳業別海工場 
16,313ｔ/年 

重要港湾 
「釧路港」 

森永乳業別海工場
 1,556ｔ/年

明治乳業根室工場
 10,738ｔ/年 

タカナシ乳業 
12,141ｔ/年 

◆農業粗生産額の推移（２市７町）

89,150

74,653 76,273
83,230

2,298 1,832

1,200
1,390

-

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

Ｈ２ Ｈ７ Ｈ12 Ｈ14

粗
生
産
額
（
1
0
0
0
万
円
）

酪農・畜産 耕種

◆ＪＡ（農協）へのヒアリングより 
◎乳質日本一の生乳を、安全かつスムーズに道内外へ輸送するために

釧路外環状道路の整備が望まれる。【ＪＡつるい】 
◎釧路市場に出荷している農産物を、札幌市場に出荷できれば、買い

手が多いため望ましい。輸送時間の短縮は、鮮度維持に加えて、出
荷先の選択肢が広がる。輸送時間が短縮されることは良いこと。【Ｊ
Ａしべちゃ】資料：釧路開発建設部調べ 

資料：北海道農林水産統計年報（H2,H7,H12,H14）農林水産省 

注：２市７町は、釧路市、根室市、釧路町、厚岸町、浜中町、別海町、

中標津町、標津町、羅臼町。 
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また、釧路・根室圏では、北海道の約３割を占める水産品が

生産されています。 

サンマや牡蠣（かき）などの全国シェアの高い品目が多く、

全国に向けて出荷されており、釧路外環状道路の整備は、水産

品運送会社からも高い期待が寄せられています。 
 

◆釧路・根室産「さんま」、厚岸産「牡蠣（かき）」の流通経路 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釧路外環状道路 
Ｌ＝16.8km 

苫小牧港 

小樽港 

関西方面へ 

首都圏へ 

水揚げされた「サンマ」
写真：北海道新聞社 
    「発信北の食材」 

 

◆水産品運送会社への 

ヒアリングより 

◎北海道横断自動車道が整備された場合、

水産物の輸送に必ず利用する。また、所

要時間が短縮されることで、ドライバー

の疲労度が大きく軽減される。 

【カネ共三友冷蔵 根室市】 

資料：釧路開発建設部調べ 

厚岸産「牡蠣（かき）」
写真：北海道新聞社 
    「発信北の食材」 

◆厚岸漁業協同組合への 

ヒアリングより 

◎釧路外環状道路を含む高規格道路の整

備により、水産物の鮮度といった面から

道外産地との差を縮めることが可能と

なる。【厚岸漁業協同組合】 

資料：釧路開発建設部調べ 

厚岸港 

根室港

釧路港 

資料：農林水産省「漁業・養殖業生産統計年報」

◆さんま生産数量の全国シェア（平成１３年度）

都 府 県
153,846t
【57.4％】

釧路・根室圏
110,862t
【41.3％】

その他道内

3,461t

【1.3％】

は牡蠣の輸送ルート

はサンマの輸送ルート

さんま：5.5 万トン

さんま：2.5 万トン

さんま：3.1 万トン

牡蠣：277 トン

内の数値は各港の生産量（H13） 
◆北海道における牡蠣（かき）生産額の変化

87,001

333,206

903,253

599,099

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

H2 H13

（千円）

資料：北海道水産統計（H2）、北海道水産現勢（H13）

北海道産
約358％増

北海道
厚岸町以外

厚岸町

厚岸産
約689％増
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客観的評価指標⑩ 

「市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり」 
 

釧路外環状道路の沿線では、釧路町において「東陽土地区画

整理事業」の区画整理事業が行われています。 

東陽土地区画整理事業は、釧路外環状道路の整備と連携して

おこなわれており、特に、釧路東ＩＣに隣接した区域であるた

め、利便性の向上が期待されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
写真：釧路町資料 

◆東陽団地（住居系）延べ入居戸数の変化

13 13 13

39
46

62

98

127

161
176 181

0
0

50

100

150

200

H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15

（
戸

）

資料：釧路町

◆釧路町へのヒアリングより 

◎東陽土地区画整理事業は、釧路東ＩＣに隣接した区域であり、入居者の利便性向上

に加えて、工業団地の発展に寄与していくことが期待される。【釧路町】 

資料：釧路開発建設部調べ 

東陽地区土地区画 
整理事業区域 
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客観的評価指標⑪ 

「日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる」 
 

釧路市は釧路圏の中心都市であり、市内には大型のショッピ

ングセンターや飲食店等の商業施設や各種教育施設が立地し

ています。 

特に、商業施設は釧路市に集積しているため、釧路市への買

い物等に対する依存度は高く、周辺市町村からの利用率が高く

なっています。 

当該路線の整備に伴う釧路市街地における交通混雑の解消

によって、釧路市へのアクセス向上が期待されています。 

 

◆市町村別第１種大規模小売店舗の利用率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆釧路外環状道路との並行路線
を利用し、釧路市内のデパート
等での買物利用率が高くなって
います。 

◆当該路線の整備によるアクセス
向上が期待されています。 

◆周辺市町村への 

ヒアリングより 

◎町民が利用する商業施設

は主に国道38号線と44号

線沿いに立地しているこ

とから、釧路外環状道路の

整備による渋滞緩和の効

果に期待する。【白糠町】

資料：釧路開発建設部調べ

釧路外環状道路 
Ｌ＝16.8km 

第１種大規模小売店舗数が 10 箇所以上の市町村

第１種大規模小売店舗数が１～10 箇所の市町村

第１種大規模小売店舗数が 0 箇所の市町村 

注：釧路外環状道路の並行路線を利用する市町村を表記 

利用率 50～30％

利用率 30～15％

利用率 15％以下

資料：釧路開発建設部調べ 

平成 10 年釧根トライアングル住民アンケート結果 

※釧路市に位置する主要な第１種大規模小売店舗名：「ポスフール

釧路」、「イオン釧路昭和ショッピングセンター」、「ホーマック木場

店」、「丸井今井釧路店」、「シッピングセンタービックハウス」、「コー

チャンフォー釧路店」、「１００満ボルト釧路店」など 
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客観的評価指標⑫ 

「拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベ

ントを支援する」 
 

釧路市では、『海と湿原に育まれ、ひと・モノが行き交う東

北海道の中核都市』を目指すべく、観光面では「釧路フィッシ

ャーマンズワーフ構想」、産業面では「釧路マリノベーション

構想」、環境・衛生面では「広域ごみ焼却施設整備事業」など

様々な事業を展開しています。 

釧路外環状道路の整備により、これらプロジェクトの支援に

つながるものと期待されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

※『海と湿原に育まれ、ひと・モノが行き交う東北海道の中核都市』は、釧路市の都市計画（平
成 13 年策定）による。 

釧路フィッシャーマンズワーフ構想 釧路マリノベーション構想 広域ごみ焼却施設整備事業
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◆主な地域プロジェクトの一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆釧路市及び釧路町へのヒアリングより 

◎釧路マリノベーション構想では、水産物の生産・流通・加工施設の整備に加え、

市民や観光客等へのふれ合いの場の施設整備も計画していることから、より安

全でスムーズなアクセスが求められるといえる。 

◎釧路市を含む１市４町１村が共同で行う広域ごみ焼却施設整備事業の推進にお

いて、道路交通網の整備は重要となる。【釧路市役所】 

資料：釧路開発建設部調べ 

資料：地域プロジェクト総覧（平成 15 年）北海道開発局 

プロジェクト名 プロジェクトの概要

【目　　的】道東の中核拠点都市である水産基地釧路市の資源とウオーターフロ
ントの特性を 大限活用し、都市の漁港から総合的港湾空間を創造することによ
り、水産、観光など地域産業の振興と雇用の拡大を図り、広域拠点都市として地
域経済活性化の先導的役割を果たすことを目的とする。

【事業主体】釧路市

【計画面積】10.0ha　　【総事業費】

【計画内容】寒冷地型緑地(EGG)、旅客ターミナル(MOO)（魚市場、レストラン、
プール、遊覧船発着所、バス駐車場、水族園計画（観光国際交流施設、緑地広
場、駐車場）

【関連計画等】直轄港湾改修事業（重要港湾釧路港東港区）

【目　　的】北洋漁業依存体質から転換し、沿岸、沖合域の有効利用を図り、新
たな水産業を確立すると共に、定住件機能の充実をも包含した総合的な地域活性
化を図る。

【事業主体】釧路市

【計画面積】　　　　　　【総事業費】20,564百万円

【計画内容】ウニ養殖事業、サーモン養殖事業、水産加工リーディングビュー
ロ、育苗生産施設、千代の浦マリーンパーク

【関連計画等】沿岸漁業漁村振興構造改善事業（水産庁）、漁港環境整備事業
（水産庁）

【目　　的】広域市町村のごみ焼却施設から排出されるダイオキシン類を削減す
るため、構成都市市町村が保有する焼却炉を集約化し、国のガイドラインに基づ
いた大型の焼却施設を整備して、ダイオキシン類の発生量を削減するほか、埋立
処分場の延命化と廃熱の有効利用を図ることにより、地域の資源循環型社会の形
成に寄与する。

【事業主体】釧路市、釧路町、阿寒町、鶴居村、白糠町、音別町

【計画面積】2.5ha　　　　【総事業費】12,064百万円

【計画内容】生活環境影響調査（平成14年度実施）

【関連計画等】広域幹線道路網の整備促進（釧路外環状道路・桂恋恋武佐通）

広域ごみ焼却施設整備事業

【計画年度】
平成15年～平成17年

釧路マリノベーション構想

【計画年度】
昭和62年～

釧路フィッシャーマンズ
ワーフ構想

【計画年度】
昭和63年～
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客観的評価指標⑬ 

「主要な観光地へのアクセス向上が期待される」 
 

釧路外環状道路の周辺市町には、北海道らしい自然環境や特

産品を体験できる人気の高い観光地が集中しており、平成１４

年で約３５０万人／年の観光客が訪れています。 

釧路外環状道路が整備されることに伴い主要な観光地への

アクセスの向上が期待されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆釧路町へのヒアリングより 

 

◎細岡展望台には、年間約 10 万人

もの観光客が、道内に限らず道

外からも訪れている。【釧路町

役場】 

資料：釧路開発建設部調べ 

釧路市湿原展望台 
13．9 万人／年 

注：写真中の数値は平成１５年の観光入り込み客数で、釧路開発建設部調べ
釧路市ﾌｨｯｼｬｰﾏﾝｽﾞﾜｰﾌ

99．8 万人／年 

釧路町細岡展望台 
１０．０万人／年 

釧路町細岡ビジターズラウンジ
9．７万人／年 

釧路湿原国立公園

浜中町

40.0万人

厚岸町

51.3万人

釧路町

11.3万人

釧路市

247.4万人

周辺市町の
観光客入込み客数

３５０万人/年
（平成14年）

◆釧路外環状道路の周辺市町における観光客入り込み客数
  （平成 14 年） 

資料：北海道経済部観光振興課「北海道観光客入込客数調査報告書」
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近年、道外からの観光客が、レンタカーを利用して広域的に

周遊観光を行うケースが増加しています。 

釧路外環状道路は、阿寒・知床・釧路湿原国立公園及び厚岸

道立自然公園など自然環境を観光資源とした、北海道を代表す

る観光地へのアクセス道路となり、当該路線の整備による道東

方面を訪れる観光客のアクセス向上が期待されます。 
 

◆レンタカーによる道外観光客の周遊パターン（路線別通行率：H14 年） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レンタカー利用者に対して聞き取った立ち寄り観光地情報をもとに、 短経路探索を実施し、
レンタカー利用者が通行した路線を特定。 
『通行率』 ＝路線の通過台数/全サンプル数 
サンプル：1034台 

女満別空港

釧路空港

帯広空港

新紋別空港

中標津空港

女満別空港

釧路空港

帯広空港

新紋別空港

中標津空港

弟子屈町

斜里町

網走市
美幌町

別海

根室

羅臼町

阿寒町

足寄町

弟子屈町

斜里町

網走市
美幌町

別海

根室

羅臼町

阿寒町

足寄町

は立ち寄り先上位市町村 

資料：観光客のニーズを踏まえた道路整備課題検討業務報告書（H14）/ 
国土交通省北海道開発局 札幌開発建設部 
（調査実施日：平成14年8月23日(金)、24日(土)、30日(金)、31日(土)の4日間） 

5～ 10%以下

10～ 20%以下

20%～

0%

0～ 5%以下

根室市

は主要な観光地 

ノノササッッププ岬岬  

霧霧達達布布岬岬  
厚厚岸岸道道立立自自然然公公園園  

厚厚岸岸
ググルルメメパパーークク

野野付付・・風風連連道道立立自自然然公公園園  

羅羅臼臼温温泉泉・・羅羅臼臼湖湖  

羅羅臼臼岳岳・・硫硫黄黄山山  
知知床床国国立立公公園園  

開開陽陽台台屈屈斜斜路路湖湖・・摩摩周周湖湖、、川川湯湯温温泉泉  

阿阿寒寒湖湖  
阿阿寒寒国国立立公公園園  

摩摩周周温温泉泉  

丹丹頂頂鶴鶴  
自自然然公公園園  

釧釧路路湿湿原原国国立立公公園園  別海町
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客観的評価指標⑭ 

「三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる」 
 

釧路市立釧路総合病院は、釧路・根室管内で唯一の三次医療

施設となっています。このため、釧路管内の多くの市町村から

釧路市立病院への緊急搬送や移送が行われています。 

釧路外環状道路の整備によって、高度な医療機能を有する釧

路市への搬送が安全かつ迅速に行うことが可能になります。 
 

◆釧路管内から釧路市への緊急搬送実績（平成 14 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

釧路外環状道路 Ｌ＝16.8km 

三次医療施設 
「釧路市立総合病院」

釧路町

厚岸町 

方面 

病院までの所要時間が
約 10 分短縮 

◆釧路市消防本部へのヒアリングより
◎釧路外環状道路が完成されれば、特に、

釧路空港や大楽毛方面から釧路市内への

緊急搬送が迅速かつスムーズに行うこと

が可能になる。 

◎また、釧路市内から帯広方面や根室方面

への搬送時にも利用が可能になる。 

資料：釧路開発建設部調べ 

資料：釧路開発建設部調べ 

医療施設数が５箇所以上の市町村 

医療施設数が１～４箇所の市町村 

医療施設数が０箇所の市町村 

注：釧路外環状道路の並行路線を利用する市町村を表記 

中標津町
137 件

浜中町 
77 件 

厚岸町 
136 件 

釧路町
934 件

羅臼町 
59 件 

標津町 
55 件 

別海町 
55 件 根室市

122 件

中標津町 

羅臼町 

方面 

当該路線の並行区間を
経由した緊急搬送実績

合計 1,575 件/年 

は釧路外環状ルート 

は現道ルート 
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客観的評価指標⑮ 

「対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワ

ーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置づけがある、

又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以

下「緊急輸送道路」という）として位置づけあり」 

 

北海道横断自動車道の供用区間及び釧路外環状道路の並行

区間となる国道３８号及び国道４４号は、緊急輸送道路ネット

ワーク計画※において「緊急輸送道路」に位置づけられていま

す。 

釧路外環状道路の整備により、ネットワークが多重化し、代

替性が向上することから、防災対策や危機管理の充実に寄与す

ることが期待されます。 

 

 

※緊急輸送道路ネットワーク計画 

 防災対策基本法及び地震防災対策特別措置法に基づき策定 
 

◆緊急輸送道路網図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急輸送道路とは、地震直後から発生する緊急輸送を円滑かつ確実に実施する

ために必要な道路です。 

資料：北海道緊急輸送道路ネットワーク計画書（平成 13 年） 

  凡  例 
       一次緊急輸送道路

       二次緊急輸送道路

釧路外環状道路 Ｌ＝16.8km 

釧釧路路市市役役所所
釧釧路路市市立立総総合合病病院院

北北海海道道警警察察
釧釧路路方方面面本本部部  

釧釧路路東東部部
消消防防組組合合  

釧釧路路市市消消防防本本部部  

陸陸上上自自衛衛隊隊  
釧釧路路駐駐屯屯部部隊隊  

釧釧路路警警察察署署

釧釧路路空空港港  

釧釧路路港港  
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客観的評価指標⑯ 

「関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり」 
 

 釧路外環状道路は、北海道横断自動車道（本別～釧路間）と

一体的に整備する必要があります。 

 また、釧路外環状道路は、一般国道３８号釧路新道と接続し

て釧路都市圏の広域環状道路を形成するため、一体的に整備す

る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：北海道開発局「道路事業概要（2004）」 

 

 

 

◆高規格幹線道路の計画（当該路線を含む関係分のみ） 

釧路外環状道路 Ｌ＝16.8km 
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客観的評価指標⑰ 

「その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さ

ない効果」 

＜農業・自然体験型観光等への取り組みを支援＞ 

釧路外環状道路の位置する釧路市、釧路町及び隣接する厚岸

町、浜中町においては、一次産業を基幹産業とする地域特性を

背景に、都市と農村の交流を深める「グリーン・ツーリズム」

が展開されており、農業・体験型観光施設等が多数立地してい

ます。 

当該道路の整備により、農業や自然を軸としたこれらの取り

組みを交通面から支援し、地域の活性化に寄与します。 

 ※グリーン・ツーリズム 
  緑豊かな農村地域において、その自然、文化、人々との交流を楽しみながら、ゆ

とりある休暇を過ごす活動や、農畜産物の加工販売等の地域おこし活動のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ関連地域資源一覧 2004 
（北海道農政部農村計画課） 

 

 

アイスクリーム等の加工体験

農業体験・農場見学 

 

農業体験（搾乳・給餌など） 

 

ホースパークでの乗馬体験  

酪農家自らが生産した 
手作りアイスクリームの直売所 
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（２）事業の投資効果 

費用便益分析の結果－事業全体－ 

①費用 

 事業費 維持管理費 合計 

基 準 年 平成１６年度 

単 純 合 計 604 億円 109 億円 713 億円

基準年におけ

る現在価値（C） 
594 億円 41 億円 635 億円

 

②便益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行費用 

短縮便益 

交通事故 

減少便益 
合計 

基 準 年 平成１６年度 

単 年 便 益 

（初年便益） 
65 億円 10 億円 4億円 79 億円

基準年におけ

る現在価値（B） 
989 億円 154 億円 57 億円 1,200 億円

 

③結果 

費用便益比（B／C） 1.9 

 
注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
 

④感度分析 

変動要因 基準値 変動ケ－ス 費用便益比（B／C）

交通量 9,500～16,700 ±１０％ 1.7 ～ 2.1 

事業費 604 億円 ±１０％ 1.7 ～ 2.1 

事業期間 14 年 ± ３ 年 1.7 ～ 2.1 

 
 
 
 
 



－26－ 

 

 

費用便益分析の結果－残事業－ 

 

①費用 

 事業費 維持管理費 合計 

基 準 年 平成１６年度 

単 純 合 計 282 億円 109 億円 391 億円

基準年におけ

る現在価値（C） 
242 億円 41 億円 283 億円

 

②便益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行費用 

短縮便益 

交通事故 

減少便益 
合計 

基 準 年 平成１６年度 

単 年 便 益 

（初年便益） 
65 億円 10 億円 4億円 79 億円

基準年におけ

る現在価値（B） 
989 億円 154 億円 57 億円 1,200 億円

 

③結果 

費用便益比（B／C） 4.2 

 
注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
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（３）事業の進捗状況 

一般国道３８号、一般国道４４号釧路外環状道路は、平成１

６年度末現在で、用地進捗率６６％、事業進捗率５５％となっ

ています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計 １００％ 

 

測量･地質調査 １００％ 

 

用地進捗率 ６６％ 

 

事業進捗率 ５５％ 

 

※用地進捗率は用地補償費投入ベース 平成１６年度末現在 

※事業進捗率は事業費投入ベース             凡例：数字は進捗率 
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３．事業進捗の見込み 

 

本事業における現在までの事業進捗率は、５５％となってお

り、引き続き計画的に用地取得及び工事の進捗を図り、平成２

０年代前半の事業完了を目指します。 
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４．コスト縮減や代替案立案等の可能性 

 

本事業においては、以下のコスト縮減対策に取り組んでいます。 

施  策  名 内            容 

建設副産物対策 
・再生骨材の活用 

・再生合材の活用 

新技術の活用 
・耐候性鋼材の使用によるライフサイクル

コストの縮減 

設計手法の見直し 

・高盛土部の路盤厚の低減 

・縦断線形の見直しによる土工量の低減 

・２車線施工に伴う切土量の低減 

社会的コストの低減 ・工事中の安全対策 

効率性向上による長期的コストの低減 ・工事情報の電子化 
   

また、これまでの取り組みを継続実施することに加え、公共

事業の全てのプロセスをコストの観点から見直す「国土交通省

公共事業コスト構造改革プログラム」に取り組むこととしてい

ます。 
■高盛土部の路盤厚の低減 

 

 

 

 

 

 

 
 
■縦断線形の見直しによる土工量の低減 
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５．関係する地方公共団体等の意見 

 

地元自治体などで構成する北海道釧路地方総合開発促進期

成会より、事業促進を要望されています。 

 

期成会名称 会  長 主な構成メンバー 備考 

北海道釧路地方 

総合開発促進期成会

釧路市長 

伊東 良孝 

鶴居村、釧路町、厚

岸町、浜中町、標茶

町、弟子屈町、阿寒

町、白糠町、音別町

の首長 

【要望内容】 

 物流拠点間のアク

セス強化や大消費地

まで遠いというハン

ディ解消を図るた

め、高規格幹線道路

網を中心とした物流

ネットワークの整備

が不可欠であるとし

て、釧路外環状道路

の整備要望あり。 

北海道横断自動車道

釧路・根室間 

建設促進期成会 

根室市長 

藤原  弘 

釧路市、厚岸町、中

標津町、釧路町、羅

臼町、浜中町、標茶

町、弟子屈町、阿寒

町、白糠町、音別町、

鶴居村、別海町、標

津町の首長 

【要望内容】 

 地域間の均衡ある

発展と、産業経済の

発展を図るため、高

規格幹線道路網を中

心とした物流ネット

ワークの整備が不可

欠であるとして、釧

路外環状道路の整備

要望あり。 

 



様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別 現拡・ＢＰの別

一般国道38・44号 釧路外環状道路 Ｌ＝１６．８ｋｍ 二次改築 ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

9,500～16,700 2 北海道開発局

① 費　用

改　築　費 維持修繕費 合　　計

基 準 年 平成１６年度

単純合計 604億円 109億円 712億円 

うち残事業分 282億円 109億円 391億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

594億円 41億円 635億円 

うち残事業分 242億円 41億円 283億円 



② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成１６年度

供 用 年 平成２４年度

単年便益
（初年便益）

65億円 10億円 4億円 79億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

989億円 154億円 57億円 1,200億円 

うち残事業分 989億円 154億円 57億円 1,200億円 

③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

④ 感 度 分 析

変動要因 基準値 変動ケース

交通量 9,500～16,700 ±１０％

事業費 604億円 ±１０％

事業期間 14年 ±３年 1.7～2.1

費用便益比（Ｂ／Ｃ）

費用便益比（事業全体） 1.9

1.7～2.1

1.7～2.1

費用便益比（残事業） 4.2



交通状況の変化

（推計時点    Ｈ４２年）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１： 交通量については、当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２： 走行時間については、配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３： 走行時間費用については、費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４： 主な周辺道路については、当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

主）釧路
鶴居弟子
屈線：
8.6ｋｍ

11,200 10,800

12 11

41.88 39.13

①新設・改築道路
[バイパス等]
：16.8ｋｍ

合計：21877.6km

③その他道路合計
：21798.2ｋｍ

現道(一
般国道
38・44
号)：
20.3ｋｍ

②主な周
辺道路

主）釧路
環状線：
13.3ｋｍ

市）釧路
湿原通：
16.7ｋｍ

市）釧路
環状通：
3.7ｋｍ

0

21

19,000

0.00

20,900

30

16

25

14,800

60.50

整備あり(B)整備なし(A)

0

様式－３①

12,500

184.78

21,200

22

6.72

115.02

8.29

139.86

5,100 3,700

4 4

1,900

18

9.64

66.08

44068.90

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便
益

※ 四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある。

4.88

事業名：釧路外環状道路（事業全体）

1,700

119.67

44038.21

18

44451.78 44385.70



【 図面（①、②に該当する道路を明示すること）】

事業名：釧路外環状道路（事業全体）

市）釧路湿原道路

市）釧路湿原道路

市
）
釧
路
環
状
通

市
）
釧
路
環
状
通

主）釧路環状線

主）釧路環状線

主）釧路環状線
主）釧路環状線

主）釧路鶴居弟子屈線

主）釧路鶴居弟子屈線

釧路IC

釧路東IC

別保IC

釧路市役所釧路市役所

38

44

391

釧路外環状道路　L=16.8km

現道　L=20.3km現道　L=20.3km



交通状況の変化

（推計時点    Ｈ４２年）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１： 交通量については、当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２： 走行時間については、配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３： 走行時間費用については、費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４： 主な周辺道路については、当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

※ 四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある。

4.88

事業名：釧路外環状道路（残事業）

1,700

119.67

44038.21

18

44451.78 44385.70 66.08

44068.90

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便
益

115.02

8.29

139.86

5,100 3,700

4 4

1,900

18

9.64

184.78

21,200

22

6.72

整備あり(B)整備なし(A)

0

様式－３①

12,500

0

21

19,000

0.00

20,900

30

16

25

14,800

60.50

①新設・改築道路
[バイパス等]
：16.8ｋｍ

合計：21877.6km

③その他道路合計
：21798.2ｋｍ

現道(一
般国道
38・44
号)：
20.3ｋｍ

②主な周
辺道路

主）釧路
環状線：
13.3ｋｍ

市）釧路
湿原通：
16.7ｋｍ

市）釧路
環状通：
3.7ｋｍ

主）釧路
鶴居弟子
屈線：
8.6ｋｍ

11,200 10,800

12 11

41.88 39.13



【 図面（①、②に該当する道路を明示すること）】

事業名：釧路外環状道路（残事業）

市）釧路湿原道路

市）釧路湿原道路

市
）
釧
路
環
状
通

市
）
釧
路
環
状
通

主）釧路環状線

主）釧路環状線

主）釧路環状線
主）釧路環状線

主）釧路鶴居弟子屈線

主）釧路鶴居弟子屈線

釧路IC

釧路東IC

別保IC

釧路市役所釧路市役所

38

44

391

釧路外環状道路　L=16.8km

現道　L=20.3km現道　L=20.3km



様式－３②

費用便益分析の条件

事業名： 釧路外環状道路

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成１５年８月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）

その他 □

分析対象期間 ４０年間

社会的割引率 ４％

基準年次 平成１６年
１時点のみ推計 ■（Ｈ４２）
複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 ■
採用理由を記載

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交通流の
推計時点

算出マニュアル

分析の基本的事項

推計に用いた
ＯＤ表

■

■
（Ｈ１１センサス）

□

簡易手法の
場合

有の場合のみ

□

速度設定の
考え方

交通容量超過時の最低速度が最高速度の１/２と比較的高い設定であるため。

配分交通量の
推計手法

推計の状況

開発交通量の
考慮



事業名： 釧路外環状道路

（３）
項目 チェック欄

考慮しない □

考慮する ■

面的に考慮 ■

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （１０４）%
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

■

□

便 費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

益 独自に設定した値を使用 □

の 　算出根拠を添付すること

算

定

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □
　（考慮の場合、算出根拠を添付すること）

その他

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

費 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

用 費用便益分析マニュアルの値を使用 □

の 事務所等の実績値より設定 ■

算 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

定 積雪地域または寒冷地域である ■

その他

４．その他

　　上記のほか、Ｂ／Ｃの算定にあたっての問題点があれば、記述。

考慮する
場合のみ

北海道の道路においては観光目的の交通など休日の交通状況が平日の交通
状況と異なる。そのため、沿道状況別に休日交通を考慮した。休日係数は、平
成11年度道路交通センサスにおける北海道平地部平均の平日休日交通量比
1.04を採用した。

雪寒費

休日交通の
影響

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

平成１５年８月１２日付け事務連絡に基づく設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事業費

維持管理費

時間短縮・費用減
少・事故減少以外

の便益

平日の原単位は、マニュアルの値を使用し、休日の乗用車類についてマニュアル値の1.4倍とし
た。
休日の乗用車類の時間評価値原単位は、平成11年度道路交通センサスにおける平均乗車人員
の差から1.4倍とした。（平日：1.37人/台、休日：1.87人/台）



様式－４

費用の現在価値算定表（事業全体） 維持修繕費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

採用単価の根拠　実績値

箇所名：一般国道38・44号　釧路外環状道路 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.17 16.8 2.86
割戻率 事業費（億円） 維持修繕費（億円）

年次 　年度 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
－１４年目 H 10 1.2653 3.34 4.23 0.00 0.00
－１３年目 H 11 1.2167 44.43 54.05 0.00 0.00
－１２年目 H 12 1.1699 61.26 71.67 0.00 0.00
－１１年目 H 13 1.1249 65.08 73.21 0.00 0.00
－１０年目 H 14 1.0816 52.77 57.08 0.00 0.00
－９年目 H 15 1.0400 47.91 49.83 0.00 0.00
－８年目 H 16 1.0000 46.51 46.51 0.00 0.00
－７年目 H 17 0.9615 53.50 51.44 0.00 0.00
－６年目 H 18 0.9246 43.04 39.79 0.00 0.00
－５年目 H 19 0.8890 42.72 37.97 0.00 0.00
－４年目 H 20 0.8548 42.72 36.51 0.00 0.00
－３年目 H 21 0.8219 34.57 28.41 0.00 0.00
－２年目 H 22 0.7903 34.86 27.55 0.00 0.00
－１年目 H 23 0.7599 30.84 23.43 0.00 0.00

供用開始年次 H 24 0.7307 0.00 0.00 2.72 1.99
１年目 H 25 0.7026 0.00 0.00 2.72 1.91
２年目 H 26 0.6756 0.00 0.00 2.72 1.84
３年目 H 27 0.6496 0.00 0.00 2.72 1.77
４年目 H 28 0.6246 0.00 0.00 2.72 1.70
５年目 H 29 0.6006 0.00 0.00 2.72 1.63
６年目 H 30 0.5775 0.00 0.00 2.72 1.57
７年目 H 31 0.5553 0.00 0.00 2.72 1.51
８年目 H 32 0.5339 0.00 0.00 2.72 1.45
９年目 H 33 0.5134 0.00 0.00 2.72 1.40

１０年目 H 34 0.4936 0.00 0.00 2.72 1.34
１１年目 H 35 0.4746 0.00 0.00 2.72 1.29
１２年目 H 36 0.4564 0.00 0.00 2.72 1.24
１３年目 H 37 0.4388 0.00 0.00 2.72 1.19
１４年目 H 38 0.4220 0.00 0.00 2.72 1.15
１５年目 H 39 0.4057 0.00 0.00 2.72 1.10
１６年目 H 40 0.3901 0.00 0.00 2.72 1.06
１７年目 H 41 0.3751 0.00 0.00 2.72 1.02
１８年目 H 42 0.3607 0.00 0.00 2.72 0.98
１９年目 H 43 0.3468 0.00 0.00 2.72 0.94
２０年目 H 44 0.3335 0.00 0.00 2.72 0.91
２１年目 H 45 0.3207 0.00 0.00 2.72 0.87
２２年目 H 46 0.3083 0.00 0.00 2.72 0.84
２３年目 H 47 0.2965 0.00 0.00 2.72 0.81
２４年目 H 48 0.2851 0.00 0.00 2.72 0.78
２５年目 H 49 0.2741 0.00 0.00 2.72 0.75
２６年目 H 50 0.2636 0.00 0.00 2.72 0.72
２７年目 H 51 0.2534 0.00 0.00 2.72 0.69
２８年目 H 52 0.2437 0.00 0.00 2.72 0.66
２９年目 H 53 0.2343 0.00 0.00 2.72 0.64
３０年目 H 54 0.2253 0.00 0.00 2.72 0.61
３１年目 H 55 0.2166 0.00 0.00 2.72 0.59
３２年目 H 56 0.2083 0.00 0.00 2.72 0.57
３３年目 H 57 0.2003 0.00 0.00 2.72 0.54
３４年目 H 58 0.1926 0.00 0.00 2.72 0.52
３５年目 H 59 0.1852 0.00 0.00 2.72 0.50
３６年目 H 60 0.1780 0.00 0.00 2.72 0.48
３７年目 H 61 0.1712 0.00 0.00 2.72 0.47
３８年目 H 62 0.1646 0.00 0.00 2.72 0.45
３９年目 H 63 0.1583 0.00 -7.51 2.72 0.43

  合　計 603.53 594.18 108.80 40.91

単純事業費計 603.53 108.80

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。



様式－４

費用の現在価値算定表（残事業） 維持修繕費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

採用単価の根拠　実績値

箇所名：一般国道38・44号　釧路外環状道路 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.17 16.8 2.86
割戻率 事業費（億円） 維持修繕費（億円）

年次 　年度 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
－７年目 H 17 0.9615 53.50 51.44 0.00 0.00
－６年目 H 18 0.9246 43.04 39.79 0.00 0.00
－５年目 H 19 0.8890 42.72 37.97 0.00 0.00
－４年目 H 20 0.8548 42.72 36.51 0.00 0.00
－３年目 H 21 0.8219 34.57 28.41 0.00 0.00
－２年目 H 22 0.7903 34.86 27.55 0.00 0.00
－１年目 H 23 0.7599 30.84 23.43 0.00 0.00

供用開始年次 H 24 0.7307 0.00 0.00 2.72 1.99
１年目 H 25 0.7026 0.00 0.00 2.72 1.91
２年目 H 26 0.6756 0.00 0.00 2.72 1.84
３年目 H 27 0.6496 0.00 0.00 2.72 1.77
４年目 H 28 0.6246 0.00 0.00 2.72 1.70
５年目 H 29 0.6006 0.00 0.00 2.72 1.63
６年目 H 30 0.5775 0.00 0.00 2.72 1.57
７年目 H 31 0.5553 0.00 0.00 2.72 1.51
８年目 H 32 0.5339 0.00 0.00 2.72 1.45
９年目 H 33 0.5134 0.00 0.00 2.72 1.40

１０年目 H 34 0.4936 0.00 0.00 2.72 1.34
１１年目 H 35 0.4746 0.00 0.00 2.72 1.29
１２年目 H 36 0.4564 0.00 0.00 2.72 1.24
１３年目 H 37 0.4388 0.00 0.00 2.72 1.19
１４年目 H 38 0.4220 0.00 0.00 2.72 1.15
１５年目 H 39 0.4057 0.00 0.00 2.72 1.10
１６年目 H 40 0.3901 0.00 0.00 2.72 1.06
１７年目 H 41 0.3751 0.00 0.00 2.72 1.02
１８年目 H 42 0.3607 0.00 0.00 2.72 0.98
１９年目 H 43 0.3468 0.00 0.00 2.72 0.94
２０年目 H 44 0.3335 0.00 0.00 2.72 0.91
２１年目 H 45 0.3207 0.00 0.00 2.72 0.87
２２年目 H 46 0.3083 0.00 0.00 2.72 0.84
２３年目 H 47 0.2965 0.00 0.00 2.72 0.81
２４年目 H 48 0.2851 0.00 0.00 2.72 0.78
２５年目 H 49 0.2741 0.00 0.00 2.72 0.75
２６年目 H 50 0.2636 0.00 0.00 2.72 0.72
２７年目 H 51 0.2534 0.00 0.00 2.72 0.69
２８年目 H 52 0.2437 0.00 0.00 2.72 0.66
２９年目 H 53 0.2343 0.00 0.00 2.72 0.64
３０年目 H 54 0.2253 0.00 0.00 2.72 0.61
３１年目 H 55 0.2166 0.00 0.00 2.72 0.59
３２年目 H 56 0.2083 0.00 0.00 2.72 0.57
３３年目 H 57 0.2003 0.00 0.00 2.72 0.54
３４年目 H 58 0.1926 0.00 0.00 2.72 0.52
３５年目 H 59 0.1852 0.00 0.00 2.72 0.50
３６年目 H 60 0.1780 0.00 0.00 2.72 0.48
３７年目 H 61 0.1712 0.00 0.00 2.72 0.47
３８年目 H 62 0.1646 0.00 0.00 2.72 0.45
３９年目 H 63 0.1583 0.00 -3.35 2.72 0.43

  合　計 282.22 241.75 108.80 40.91

単純事業費計 282.22 108.80

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。



様式－５

便益の現在価値算定表（事業全体） 箇所名：一般国道38・44号　釧路外環状道路

合　　　計

総走行台ｷﾛの年次別伸び率 割引率 走行時間短縮便益(億円) 走行経費減少便益(億円)  事故損出費用(億円) (億円)

(北海道ﾌﾞﾛｯｸ) 現在価値 現在価値 現在価値 費用合計 現在価値

年次 乗用車類 貨物車類 全  車 (A) 乗用車 バ  ス 小型貨物 普通貨物 ①　計 ①×(A) 乗用車 バ  ス 小型貨物 普通貨物 ②　計 (A)×② ③ ③×(A) (①～③) 割戻率4%

供用開始年次 H 24 1.00708 0.99735 1.00461 0.7307 45.02 0.00 5.57 14.71 65.29 47.71 4.30 0.00 1.72 4.44 10.45 7.64 3.71 2.71 79.46 58.06

1年目 H 25 1.00703 0.99734 1.00459 0.7026 45.33 0.00 5.55 14.67 65.56 46.06 4.33 0.00 1.71 4.43 10.47 7.35 3.73 2.62 79.75 56.03

2年目 H 26 1.00698 0.99733 1.00457 0.6756 45.65 0.00 5.54 14.63 65.82 44.47 4.36 0.00 1.71 4.41 10.48 7.08 3.75 2.53 80.05 54.08

3年目 H 27 1.00693 0.99733 1.00455 0.6496 45.97 0.00 5.52 14.59 66.08 42.93 4.39 0.00 1.71 4.40 10.50 6.82 3.76 2.44 80.34 52.19

4年目 H 28 1.00689 0.99732 1.00453 0.6246 46.28 0.00 5.51 14.55 66.34 41.44 4.42 0.00 1.70 4.39 10.51 6.56 3.78 2.36 80.63 50.36

5年目 H 29 1.00684 0.99731 1.00451 0.6006 46.60 0.00 5.49 14.52 66.61 40.00 4.45 0.00 1.70 4.38 10.52 6.32 3.80 2.28 80.93 48.60

6年目 H 30 1.00679 0.99731 1.00449 0.5775 46.91 0.00 5.48 14.48 66.87 38.62 4.48 0.00 1.69 4.37 10.54 6.09 3.81 2.20 81.22 46.90

7年目 H 31 1.00675 0.99730 1.00447 0.5553 47.23 0.00 5.46 14.44 67.13 37.28 4.51 0.00 1.69 4.36 10.55 5.86 3.83 2.13 81.51 45.26

8年目 H 32 1.00670 0.99729 1.00445 0.5339 47.55 0.00 5.45 14.40 67.39 35.98 4.54 0.00 1.68 4.34 10.56 5.64 3.85 2.05 81.81 43.68

9年目 H 33 0.99969 0.99414 0.99837 0.5134 47.53 0.00 5.42 14.31 67.26 34.53 4.54 0.00 1.67 4.32 10.53 5.41 3.84 1.97 81.63 41.91

10年目 H 34 0.99969 0.99410 0.99837 0.4936 47.52 0.00 5.38 14.23 67.13 33.14 4.54 0.00 1.66 4.29 10.49 5.18 3.84 1.89 81.46 40.21

11年目 H 35 0.99969 0.99407 0.99837 0.4746 47.50 0.00 5.35 14.14 67.00 31.80 4.53 0.00 1.65 4.27 10.45 4.96 3.83 1.82 81.28 38.58

12年目 H 36 0.99969 0.99403 0.99837 0.4564 47.49 0.00 5.32 14.06 66.87 30.52 4.53 0.00 1.64 4.24 10.42 4.75 3.82 1.75 81.11 37.02

13年目 H 37 0.99969 0.99400 0.99836 0.4388 47.47 0.00 5.29 13.98 66.74 29.28 4.53 0.00 1.63 4.22 10.38 4.56 3.82 1.67 80.94 35.51

14年目 H 38 0.99969 0.99396 0.99836 0.4220 47.46 0.00 5.26 13.89 66.61 28.11 4.53 0.00 1.62 4.19 10.34 4.37 3.81 1.61 80.76 34.08

15年目 H 39 0.99969 0.99392 0.99836 0.4057 47.44 0.00 5.22 13.81 66.48 26.97 4.53 0.00 1.61 4.17 10.31 4.18 3.80 1.54 80.59 32.69

16年目 H 40 0.99969 0.99389 0.99835 0.3901 47.43 0.00 5.19 13.72 66.35 25.88 4.53 0.00 1.60 4.14 10.27 4.01 3.80 1.48 80.41 31.37

17年目 H 41 0.99969 0.99385 0.99835 0.3751 47.42 0.00 5.16 13.64 66.21 24.84 4.53 0.00 1.59 4.11 10.23 3.84 3.79 1.42 80.24 30.10

18年目 H 42 0.99969 0.99381 0.99835 0.3607 47.40 0.00 5.13 13.55 66.08 23.84 4.52 0.00 1.58 4.09 10.20 3.68 3.79 1.37 80.07 28.88

19年目 H 43 0.99801 0.99542 0.99743 0.3468 47.31 0.00 5.10 13.49 65.90 22.86 4.52 0.00 1.58 4.07 10.16 3.52 3.78 1.31 79.84 27.69

20年目 H 44 0.99801 0.99540 0.99742 0.3335 47.21 0.00 5.08 13.43 65.72 21.92 4.51 0.00 1.57 4.05 10.13 3.38 3.77 1.26 79.62 26.55

21年目 H 45 0.99801 0.99538 0.99741 0.3207 47.12 0.00 5.06 13.37 65.54 21.02 4.50 0.00 1.56 4.03 10.09 3.24 3.76 1.20 79.39 25.46

22年目 H 46 0.99800 0.99536 0.99741 0.3083 47.02 0.00 5.03 13.31 65.36 20.15 4.49 0.00 1.55 4.01 10.06 3.10 3.75 1.16 79.17 24.41

23年目 H 47 0.99800 0.99534 0.99740 0.2965 46.93 0.00 5.01 13.24 65.18 19.33 4.48 0.00 1.55 4.00 10.02 2.97 3.74 1.11 78.94 23.41

24年目 H 48 0.99799 0.99531 0.99739 0.2851 46.84 0.00 4.99 13.18 65.00 18.53 4.47 0.00 1.54 3.98 9.99 2.85 3.73 1.06 78.72 22.44

25年目 H 49 0.99799 0.99529 0.99738 0.2741 46.74 0.00 4.96 13.12 64.83 17.77 4.46 0.00 1.53 3.96 9.95 2.73 3.72 1.02 78.50 21.52

26年目 H 50 0.99799 0.99527 0.99738 0.2636 46.65 0.00 4.94 13.06 64.65 17.04 4.45 0.00 1.53 3.94 9.92 2.61 3.71 0.98 78.27 20.63

27年目 H 51 0.99798 0.99525 0.99737 0.2534 46.55 0.00 4.92 13.00 64.47 16.34 4.44 0.00 1.52 3.92 9.88 2.50 3.70 0.94 78.05 19.78

28年目 H 52 0.99798 0.99522 0.99736 0.2437 46.46 0.00 4.89 12.93 64.29 15.67 4.43 0.00 1.51 3.90 9.85 2.40 3.69 0.90 77.82 18.97

29年目 H 53 0.99706 0.99834 0.99734 0.2343 46.32 0.00 4.89 12.91 64.12 15.02 4.42 0.00 1.51 3.90 9.83 2.30 3.68 0.86 77.62 18.19

30年目 H 54 0.99705 0.99834 0.99734 0.2253 46.19 0.00 4.88 12.89 63.95 14.41 4.41 0.00 1.51 3.89 9.80 2.21 3.67 0.83 77.43 17.44

31年目 H 55 0.99704 0.99834 0.99733 0.2166 46.05 0.00 4.87 12.87 63.79 13.82 4.40 0.00 1.50 3.88 9.78 2.12 3.66 0.79 77.23 16.73

32年目 H 56 0.99703 0.99833 0.99732 0.2083 45.91 0.00 4.86 12.85 63.62 13.25 4.38 0.00 1.50 3.88 9.76 2.03 3.65 0.76 77.03 16.05

33年目 H 57 0.99702 0.99833 0.99732 0.2003 45.78 0.00 4.85 12.83 63.45 12.71 4.37 0.00 1.50 3.87 9.74 1.95 3.64 0.73 76.83 15.39

34年目 H 58 0.99701 0.99833 0.99731 0.1926 45.64 0.00 4.84 12.80 63.29 12.19 4.36 0.00 1.50 3.86 9.72 1.87 3.63 0.70 76.63 14.76

35年目 H 59 0.99700 0.99833 0.99730 0.1852 45.50 0.00 4.84 12.78 63.12 11.69 4.34 0.00 1.49 3.86 9.69 1.80 3.62 0.67 76.44 14.16

36年目 H 60 0.99700 0.99832 0.99729 0.1780 45.37 0.00 4.83 12.76 62.96 11.21 4.33 0.00 1.49 3.85 9.67 1.72 3.61 0.64 76.24 13.57

37年目 H 61 0.99699 0.99832 0.99729 0.1712 45.23 0.00 4.82 12.74 62.79 10.75 4.32 0.00 1.49 3.84 9.65 1.65 3.60 0.62 76.04 13.02

38年目 H 62 0.99698 0.99832 0.99728 0.1646 45.09 0.00 4.81 12.72 62.62 10.31 4.30 0.00 1.49 3.84 9.63 1.58 3.59 0.59 75.84 12.48

39年目 H 63 0.99697 0.99831 0.99727 0.1583 44.96 0.00 4.80 12.70 62.46 9.89 4.29 0.00 1.48 3.83 9.61 1.52 3.58 0.57 75.64 11.97

合　計 1,862.07 0.00 205.57 543.30 2,610.94 989.24 177.74 0.00 63.48 163.92 405.13 154.35 149.41 56.55 3,165.48 1,200.13

年度
（基準年）

H16



様式－５

便益の現在価値算定表（残事業） 箇所名：一般国道38・44号　釧路外環状道路

合　　　計

総走行台ｷﾛの年次別伸び率 割引率 走行時間短縮便益(億円) 走行経費減少便益(億円)  事故損出費用(億円) (億円)

(北海道ﾌﾞﾛｯｸ) 現在価値 現在価値 現在価値 費用合計 現在価値

年次 乗用車類 貨物車類 全  車 (A) 乗用車 バ  ス 小型貨物 普通貨物 ①　計 ①×(A) 乗用車 バ  ス 小型貨物 普通貨物 ②　計 (A)×② ③ ③×(A) (①～③) 割戻率4%

供用開始年次 H 24 1.00708 0.99735 1.00461 0.7307 45.02 0.00 5.57 14.71 65.29 47.71 4.30 0.00 1.72 4.44 10.45 7.64 3.71 2.71 79.46 58.06

1年目 H 25 1.00703 0.99734 1.00459 0.7026 45.33 0.00 5.55 14.67 65.56 46.06 4.33 0.00 1.71 4.43 10.47 7.35 3.73 2.62 79.75 56.03

2年目 H 26 1.00698 0.99733 1.00457 0.6756 45.65 0.00 5.54 14.63 65.82 44.47 4.36 0.00 1.71 4.41 10.48 7.08 3.75 2.53 80.05 54.08

3年目 H 27 1.00693 0.99733 1.00455 0.6496 45.97 0.00 5.52 14.59 66.08 42.93 4.39 0.00 1.71 4.40 10.50 6.82 3.76 2.44 80.34 52.19

4年目 H 28 1.00689 0.99732 1.00453 0.6246 46.28 0.00 5.51 14.55 66.34 41.44 4.42 0.00 1.70 4.39 10.51 6.56 3.78 2.36 80.63 50.36

5年目 H 29 1.00684 0.99731 1.00451 0.6006 46.60 0.00 5.49 14.52 66.61 40.00 4.45 0.00 1.70 4.38 10.52 6.32 3.80 2.28 80.93 48.60

6年目 H 30 1.00679 0.99731 1.00449 0.5775 46.91 0.00 5.48 14.48 66.87 38.62 4.48 0.00 1.69 4.37 10.54 6.09 3.81 2.20 81.22 46.90

7年目 H 31 1.00675 0.99730 1.00447 0.5553 47.23 0.00 5.46 14.44 67.13 37.28 4.51 0.00 1.69 4.36 10.55 5.86 3.83 2.13 81.51 45.26

8年目 H 32 1.00670 0.99729 1.00445 0.5339 47.55 0.00 5.45 14.40 67.39 35.98 4.54 0.00 1.68 4.34 10.56 5.64 3.85 2.05 81.81 43.68

9年目 H 33 0.99969 0.99414 0.99837 0.5134 47.53 0.00 5.42 14.31 67.26 34.53 4.54 0.00 1.67 4.32 10.53 5.41 3.84 1.97 81.63 41.91

10年目 H 34 0.99969 0.99410 0.99837 0.4936 47.52 0.00 5.38 14.23 67.13 33.14 4.54 0.00 1.66 4.29 10.49 5.18 3.84 1.89 81.46 40.21

11年目 H 35 0.99969 0.99407 0.99837 0.4746 47.50 0.00 5.35 14.14 67.00 31.80 4.53 0.00 1.65 4.27 10.45 4.96 3.83 1.82 81.28 38.58

12年目 H 36 0.99969 0.99403 0.99837 0.4564 47.49 0.00 5.32 14.06 66.87 30.52 4.53 0.00 1.64 4.24 10.42 4.75 3.82 1.75 81.11 37.02

13年目 H 37 0.99969 0.99400 0.99836 0.4388 47.47 0.00 5.29 13.98 66.74 29.28 4.53 0.00 1.63 4.22 10.38 4.56 3.82 1.67 80.94 35.51

14年目 H 38 0.99969 0.99396 0.99836 0.4220 47.46 0.00 5.26 13.89 66.61 28.11 4.53 0.00 1.62 4.19 10.34 4.37 3.81 1.61 80.76 34.08

15年目 H 39 0.99969 0.99392 0.99836 0.4057 47.44 0.00 5.22 13.81 66.48 26.97 4.53 0.00 1.61 4.17 10.31 4.18 3.80 1.54 80.59 32.69

16年目 H 40 0.99969 0.99389 0.99835 0.3901 47.43 0.00 5.19 13.72 66.35 25.88 4.53 0.00 1.60 4.14 10.27 4.01 3.80 1.48 80.41 31.37

17年目 H 41 0.99969 0.99385 0.99835 0.3751 47.42 0.00 5.16 13.64 66.21 24.84 4.53 0.00 1.59 4.11 10.23 3.84 3.79 1.42 80.24 30.10

18年目 H 42 0.99969 0.99381 0.99835 0.3607 47.40 0.00 5.13 13.55 66.08 23.84 4.52 0.00 1.58 4.09 10.20 3.68 3.79 1.37 80.07 28.88

19年目 H 43 0.99801 0.99542 0.99743 0.3468 47.31 0.00 5.10 13.49 65.90 22.86 4.52 0.00 1.58 4.07 10.16 3.52 3.78 1.31 79.84 27.69

20年目 H 44 0.99801 0.99540 0.99742 0.3335 47.21 0.00 5.08 13.43 65.72 21.92 4.51 0.00 1.57 4.05 10.13 3.38 3.77 1.26 79.62 26.55

21年目 H 45 0.99801 0.99538 0.99741 0.3207 47.12 0.00 5.06 13.37 65.54 21.02 4.50 0.00 1.56 4.03 10.09 3.24 3.76 1.20 79.39 25.46

22年目 H 46 0.99800 0.99536 0.99741 0.3083 47.02 0.00 5.03 13.31 65.36 20.15 4.49 0.00 1.55 4.01 10.06 3.10 3.75 1.16 79.17 24.41

23年目 H 47 0.99800 0.99534 0.99740 0.2965 46.93 0.00 5.01 13.24 65.18 19.33 4.48 0.00 1.55 4.00 10.02 2.97 3.74 1.11 78.94 23.41

24年目 H 48 0.99799 0.99531 0.99739 0.2851 46.84 0.00 4.99 13.18 65.00 18.53 4.47 0.00 1.54 3.98 9.99 2.85 3.73 1.06 78.72 22.44

25年目 H 49 0.99799 0.99529 0.99738 0.2741 46.74 0.00 4.96 13.12 64.83 17.77 4.46 0.00 1.53 3.96 9.95 2.73 3.72 1.02 78.50 21.52

26年目 H 50 0.99799 0.99527 0.99738 0.2636 46.65 0.00 4.94 13.06 64.65 17.04 4.45 0.00 1.53 3.94 9.92 2.61 3.71 0.98 78.27 20.63

27年目 H 51 0.99798 0.99525 0.99737 0.2534 46.55 0.00 4.92 13.00 64.47 16.34 4.44 0.00 1.52 3.92 9.88 2.50 3.70 0.94 78.05 19.78

28年目 H 52 0.99798 0.99522 0.99736 0.2437 46.46 0.00 4.89 12.93 64.29 15.67 4.43 0.00 1.51 3.90 9.85 2.40 3.69 0.90 77.82 18.97

29年目 H 53 0.99706 0.99834 0.99734 0.2343 46.32 0.00 4.89 12.91 64.12 15.02 4.42 0.00 1.51 3.90 9.83 2.30 3.68 0.86 77.62 18.19

30年目 H 54 0.99705 0.99834 0.99734 0.2253 46.19 0.00 4.88 12.89 63.95 14.41 4.41 0.00 1.51 3.89 9.80 2.21 3.67 0.83 77.43 17.44

31年目 H 55 0.99704 0.99834 0.99733 0.2166 46.05 0.00 4.87 12.87 63.79 13.82 4.40 0.00 1.50 3.88 9.78 2.12 3.66 0.79 77.23 16.73

32年目 H 56 0.99703 0.99833 0.99732 0.2083 45.91 0.00 4.86 12.85 63.62 13.25 4.38 0.00 1.50 3.88 9.76 2.03 3.65 0.76 77.03 16.05

33年目 H 57 0.99702 0.99833 0.99732 0.2003 45.78 0.00 4.85 12.83 63.45 12.71 4.37 0.00 1.50 3.87 9.74 1.95 3.64 0.73 76.83 15.39

34年目 H 58 0.99701 0.99833 0.99731 0.1926 45.64 0.00 4.84 12.80 63.29 12.19 4.36 0.00 1.50 3.86 9.72 1.87 3.63 0.70 76.63 14.76

35年目 H 59 0.99700 0.99833 0.99730 0.1852 45.50 0.00 4.84 12.78 63.12 11.69 4.34 0.00 1.49 3.86 9.69 1.80 3.62 0.67 76.44 14.16

36年目 H 60 0.99700 0.99832 0.99729 0.1780 45.37 0.00 4.83 12.76 62.96 11.21 4.33 0.00 1.49 3.85 9.67 1.72 3.61 0.64 76.24 13.57

37年目 H 61 0.99699 0.99832 0.99729 0.1712 45.23 0.00 4.82 12.74 62.79 10.75 4.32 0.00 1.49 3.84 9.65 1.65 3.60 0.62 76.04 13.02

38年目 H 62 0.99698 0.99832 0.99728 0.1646 45.09 0.00 4.81 12.72 62.62 10.31 4.30 0.00 1.49 3.84 9.63 1.58 3.59 0.59 75.84 12.48

39年目 H 63 0.99697 0.99831 0.99727 0.1583 44.96 0.00 4.80 12.70 62.46 9.89 4.29 0.00 1.48 3.83 9.61 1.52 3.58 0.57 75.64 11.97

合　計 1,862.07 0.00 205.57 543.30 2,610.94 989.24 177.74 0.00 63.48 163.92 405.13 154.35 149.41 56.55 3,165.48 1,200.13

年度
（基準年）

H16
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